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論

　
「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」

●
高
梁
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
で
、
軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
を
増

税
す
る
こ
と
は
、
市
民
へ
重
た
い
税
負
担

を
求
め
る
こ
と
に
な
り
反
対
す
る
。

●
岡
山
県
高
梁
市
立
高
等
学
校
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
で
、
こ
れ
ま
で
市
立

高
校
の
授
業
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
た
も

の
を
平
成
26
年
度
か
ら
一
定
の
要
件
が
あ

る
と
は
い
え
徴
収
す
る
こ
と
は
、
子
育
て

応
援
施
策
と
反
し
て
お
り
認
め
ら
れ
な
い
。

「
高
梁
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

●
商
業
・
農
業
所
得
の
減
少
や
年
金
の
削

減
な
ど
で
暮
し
が
大
変
な
時
に
、
国
保
税

し
く
侵
害
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
の
平
和
な
く
ら
し
を
守
る
上
か
ら
も
、

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

「
食
料
自
給
率
の
向
上
を
求
め
る
請
願
」

は
、
外
国
産
農
産
物
の
輸
入
を
拡
大
せ
ず
、

自
給
率
の
向
上
や
農
業
の
家
族
経
営
を
守

り
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

請
願
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

「
野
良
猫
を
な
く
す
た
め
の
方
策
に
関
す

る
請
願
書
」

●
継
続
審
査
中
に
お
け
る
各
委
員
か
ら
の

意
見
を
勘
案
し
、
市
民
生
活
委
員
会
に
お

い
て
一
部
採
択
を
求
め
た
が
、
委
員
長
裁

決
に
よ
り
原
案
と
共
に
不
採
択
と
な
っ
た
。

市
民
生
活
に
根
ざ
し
、
２
０
０
０
名
の
署

名
を
不
意
に
は
で
き
な
い
と
い
う
考
え
で

採
択
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

●
請
願
人
は
ま
ず
啓
蒙
や
広
報
を
求
め
て

お
り
、
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
進
め

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
採
択
を
さ
れ
る
よ

う
に
求
め
る
。

●
２
０
０
０
名
の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ

れ
３
度
の
議
会
で
慎
重
に
審
議
を
し
て
き

た
が
、
岡
山
県
で
も
こ
の
よ
う
な
動
き
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
社
会
環
境
が
整
っ

た
後
に
議
論
し
て
も
よ
い
と
思
い
今
回
は

不
採
択
に
賛
成
す
る
。

６月定例会で賛否が分れた議案の議決結果� ○ 賛成　● 反対
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専決処分の承認を求めることについて 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

高梁市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を
求める請願 ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇

「特定秘密保護法の廃止を求める意見書」採択に
ついての請願 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇

食料自給率の向上を最優先した「農政改革」を求
める請願 ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇

高梁地域の野良猫をなくすための方策に関する請願書 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇

◎ 他の議案は全会一致で可決しました。

が
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
と
い
う
訴
え

も
多
い
。
引
き
上
げ
に
よ
り
、
結
果
と
し

て
未
納
者
が
ふ
え
、
短
期
保
険
証
や
資
格

証
明
書
の
発
行
が
ふ
え
た
り
、
具
合
が
悪

く
て
も
医
者
に
か
か
れ
な
い
事
態
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
近
隣
他
市
で
は
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
も
行
っ
て
お
り
、
高
梁

市
で
は
積
み
立
て
た
基
金
も
あ
り
、
本
年

度
の
税
の
据
え
置
き
を
求
め
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
新
庁
舎
整
備
工

事
費
に
１
億
５
９
１
４
万
5
０
０
０
円
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。
追
加
の
理
由
は
、
労

務
費
の
見
直
し
や
原
材
料
費
の
値
上
げ
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
賛
成
す
る
。
今
回

の
労
務
費
の
見
直
し
が
、
末
端
の
労
働
者

ま
で
反
映
す
る
よ
う
、
発
注
者
と
し
て
指

導
さ
れ
た
い
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
制
作
に
対
す
る
広
告
料
１
６
８
４
万
８

０
０
０
円
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
全
員
協

議
会
に
お
い
て
公
表
す
る
段
階
に
な
い
内

容
が
公
に
さ
れ
る
な
ど
、
不
適
切
な
対
応

が
見
ら
れ
た
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

し
て
高
梁
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て

的
確
な
対
応
を
求
め
、
議
案
に
賛
成
す
る
。

●
国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の
医

療
・
介
護
を
守
る
大
切
な
社
会
保
障
制
度

で
あ
り
、
税
の
公
平
な
分
担
や
給
付
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
高
所
得
世
帯
に
負
担

を
求
め
、
所
得
が
低
い
世
帯
は
保
険
料
の

軽
減
が
さ
れ
、
給
付
を
抑
え
る
た
め
の
各

種
施
策
も
折
り
込
ん
で
は
い
る
。
給
付
費

が
伸
び
る
な
か
負
担
増
は
や
む
を
得
な
い

の
で
賛
成
す
る
。　

請
　
願

「
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
向
け
、
唯
一
の
被
爆

国
の
日
本
政
府
が
核
兵
器
全
面
禁
止
に
努

力
す
べ
き
で
あ
り
、
請
願
を
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。

「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
請

願
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
案
は
国
民
の

知
る
権
利
の
制
限
や
、
基
本
的
人
権
が
著

高
梁
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
梁
市
で
は
、
市
民
１
人
当

た
り
の
医
療
費
が
過
去
３
年
間
、

平
均
2
・
6
％
の
増
加
を
続
け

て
お
り
、
平
成
25
年
度
に
は
１

人
当
た
り
約
41
万
9
０
０
０
円

の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
平

成
25
年
度
の
単
年
度
収
支
は

７
４
０
０
万
円
程
度
の
赤
字
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

国
保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、

基
金
の
一
部
を
繰
り
入
れ
る
と

と
も
に
税
率
を
3
％
程
度
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。 

　

専
決
処
分
の
承
認
を

　
　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
「
高
梁
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
は
、
国
の
税
制
改
革
に
対
応
す

る
も
の
で
、
平
成
27
年
４
月
以
降
に
新
車

で
購
入
し
た
軽
自
動
車
の
税
率
を
現
行
よ

り
１
・
２
５
倍
（
営
業
用
）
１
・
５
倍
（
自

家
用
）
引
き
上
げ
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
「
岡
山
県
高
梁
市
立
高
等
学
校
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
国
の
制
度

変
更
に
対
応
す
る
も
の
で
、
高
梁
市
立
高

等
学
校
に
平
成
26
年
４
月
以
降
に
入
学
す

る
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
、
一
定
の
収

入
額
以
上
（
市
町
村
民
税
所
得
割
額
が

30
万
４
２
０
０
円
以
上
）
の
世
帯
の
生
徒

に
対
し
て
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

　平成２６年第３回高梁市議会（定例）では、 市長
提出の議案のうち、３件については報告を受け、残り
１５件すべてを承認、可決し、追加提出の議案１件を
適任と決しました。
　また、市民団体などから議会に寄せられた請願３件
については不採択とし、前回から継続審査となってい
た請願１件についても不採択としました。
　賛否の分かれた議案について報告します。 

健康づくり
が大切じゃ！
やまジイは集
団検診を受け
にいくぞ！！

反対

賛成

６
月
定
例
会

　

開　

催


